
神奈川県川崎市 ワーキンググループ（WG）の設置

■工夫した点 
・令和5年度当初は、改正法の詳細がわからない部分が多かったことから、WG構成員は最小限の関係課としたが、法改正に伴う取組を進めて
いく中で、総務企画局及び市民文化局の協力が必要となったことから、令和6年1月にこれらの部局を構成員に追加した。

●環境局を事務局として、令和5年度から新たに「気候変動適応法改正に伴う熱中症対策検討WG」を
⽴ち上げ、関係部局と連携して気候変動適応法の改正に伴う熱中症対策について検討を行う。

環境局（企画課、脱炭素戦略推進室、◎環境総合研究所）

健康福祉局（企画課、健康増進担当）

危機管理本部（危機管理部）

消防局（救急課）

教育委員会事務局（教育政策室）

総務企画局（企画調整課、公共施設総合調整室、行政改革マネジメント推進室）

市民文化局（区政推進課）

川崎市環境行政・温暖化対策推進会議幹事会（各局企画課長）

川崎市環境行政・温暖化対策推進会議（各局局長級）

◎:事務局

※制度の詳細が明らかになった
時点で必要な部署を適宜追加

令和6年度ヒアリング

気候変動適応法改正に伴う熱中症対策検討WG（課長級）

担当部局

環境
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